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研究背景
・現在、都市部大気汚染（黄砂、PM2.5）が深刻化になっている。
・大気中エアロゾル粒子の役割が注目されている。
・ミー ライダーシステムではエアロゾル粒子の消散係数α、後
方散乱係数8などの光学性質を求めることが可能である。
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・ライダー （Lidar:Light Detection 
And Ranging) 
光を用いたリモートセンシング妓術の一つで、
パルス状に発光するレー ザー 照射に対する
散乱光を測定し、遠距離にある対象までの距
離やその対象の性質を分析する装置である。
｜時間x光速÷2＝距離 i
・都市部エアロソ、ル（Aerosoり
車の排気ガス、工場の排出物により生成する硫酸
塩粒子（粒子径0.2-0.3μm、0.5-0.7μ m）。
・都市部低層大気のエアロゾル光学性質と天気条件
（湿度、温度、風向、風速）の関連性の解明。
・エアロゾルの光学性質の季節変化の動態の把握0
．ライダー比の数値の推測と検討。
Laser 
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・消散係数（単位：m・l)
》光が物質によって吸収、散乱することによって単位長さ当
たりに消えて無くなる割合を表す係数。
・後方散乱係数（m九r-1)
〉物質に対して入射した光が1so・ 逆向きに散乱される効率。
・ライダー比（sけ
〉ミ一散乱ライダーの解析で仮定して用いられる霊で、消散
係数と後方散乱係数の比（日IB）で与えられる。
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計測方法
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都市部への一定方向の計測
（エアロゾル時間的産化（／）計調｝
スキヤニング計調
（エアロゾル宝倒的車｛じ叩計潤｝
スロープ法
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初日..お 16:1'-16;初場れ ，to:・lJ.rc濯匿刷%スロ ブ解析法では計調l範囲の大気
の状態が均ーであると仮定した時の
消散係教が算出可能になる．
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フェルナルド解析法
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フヱルナルド解析法では伝織距雌方向におけるそれぞれの地点での詳細
な消散係数が算出可能になる。
α，（R,リミ一散乱消散係数
α・，／Rリレイリ一散乱消散係数
R。境界距厳
司ライゲー比（仮定値：20)
S2. Sr/3 = 8.38 
2012年6月23日清散係数平均値（フヱルナルド解析法）
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2012年12月17日消散係数平均値（フエルナルド解析，量）
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スキャニング計測結果
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2011/06/23 20:30・20:40気温16.2℃湿度.91%
・ 計測地より2-4kmlこ消散係数
が0.6/krnlこ増大した。
・ 粒子の動きは風向と一致する。
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後方散乱係数
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ライダー比 後方散乱係数
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・ライダ一、ネフエロメー
ヲでの後方散乱係数計
測が同じ変化パ9ー ン
を示している。
・湿度の変化との一致
性を示している。
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12月6月 7月 6月 7月 12月
・ ライダー比平均値 21.6sr
・最頻値 15～30sr
・ 6月のライダー比は12月より大きい
・ ライダー比と後方散乱係数の関係が反比
例の傾向を示した。
．?． ．． ．． ． ． ?
． ．． ．． ． ． ．． ．． ．?
．． ．
まとめ
・エアロゾル粒子の消散係数および後方散乱係数の湿
度との関連性を示した。
・ミーライダーで得られたデータが、本学のネフエロメータ
計測と同様の変化パターンが得た。
・ライダー比の平均値は21.6で、頻度分布による最頒値
は15～30srとなった。
